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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　監視対象を撮像し、前記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の
画像を配信する被監視者監視システムの受信装置であって、
　通信を行う通信部と、
　所定の操作を受け付ける入力部と、
　画像を表示する表示部と、
　前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報および前記監視
対象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベント通知通信信号を前記通信部
を介して受信した場合に、前記入力部で前記所定の操作を受け付ける前に、前記イベント
通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始
し、前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視
対象の画像を前記表示部に表示する画像受信表示処理部とを備え、
　前記監視対象は、複数であり、
　前記画像受信表示処理部は、前記複数の監視対象それぞれの複数のイベント通知通信信
号を前記通信部を介して異なる時刻で受信した場合に、前記入力部で前記所定の操作を受
け付ける前に、前記複数のイベント通知通信信号の中から、最も遅い時刻に受信した最新
のイベント通知通信信号を選択し、前記選択した最新のイベント通知通信信号に収容され
た画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力部で前記所
定の操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を前記表示部
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に表示する、
　被監視者監視システムの受信装置。
【請求項２】
　前記所定の操作は、前記複数のイベント通知通信信号それぞれにおける複数のイベント
通知情報の中から１つのイベント通知情報を選択する選択操作、および、前記監視対象の
画像の表示を指示する画像表示指示操作を含み、
　前記画像受信表示処理部は、前記入力部で受け付けた前記選択操作が前記最新のイベン
ト通知通信信号におけるイベント通知情報を除く他のイベント通知情報を選択する操作で
あった場合に、前記入力部で前記画像表示指示操作を受け付ける前に、前記選択された他
のイベント通知情報に対応するイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づい
て監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力部で前記画像表示指示操作を受け付
けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を前記表示部に表示する、
　請求項１に記載の被監視者監視システムの受信装置。
【請求項３】
　監視対象を撮像し、前記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の
画像を配信する被監視者監視システムの受信装置であって、
　通信を行う通信部と、
　所定の操作を受け付ける入力部と、
　画像を表示する表示部と、
　前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報、前記監視対象
の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別情報を収容したイベン
ト通知通信信号を前記通信部を介して受信した際に、前記入力部で前記監視対象の画像を
前記表示部に表示する指示を受け付ける受け付け処理、前記監視対象の静止画を前記表示
部に表示する表示処理、および、前記イベント通知通信信号に収容された動画識別情報に
基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始する開始処理の各処理をいずれかの順で実
行し、前記監視対象の動画の表示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記
監視対象の動画に切り換えて前記監視対象の動画を前記表示部に表示する画像受信表示処
理部とを備える、
　被監視者監視システムの受信装置。
【請求項４】
　イベント通知情報を処理する通知モードを含む複数の動作モードを備え、前記複数の動
作モードに応じた処理を実行する制御処理部を備え、
　前記画像受信表示処理部は、前記制御処理部に含まれ、前記動作モードが前記通知モー
ドである場合に、動作する、
　請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の被監視者監視システムの受信装置。
【請求項５】
　監視対象を撮像し、前記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の
画像を配信する被監視者監視システムの受信方法であって、
　前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報および前記監視
対象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベント通知通信信号を通信部を介
して受信した場合に、入力部で所定の操作を受け付ける前に、前記イベント通知通信信号
に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始する第１工程
と、
　前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記第１工程でダウンロードされた
前記監視対象の画像を表示部に表示する第２工程とを備え、
　前記監視対象は、複数であり、
　前記第１工程は、前記複数の監視対象それぞれの複数のイベント通知通信信号を前記通
信部を介して異なる時刻で受信した場合に、前記入力部で前記所定の操作を受け付ける前
に、前記複数のイベント通知通信信号の中から、最も遅い時刻に受信した最新のイベント
通知通信信号を選択し、前記選択した最新のイベント通知通信信号に収容された画像識別
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情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始する、
　被監視者監視システムの受信方法。
【請求項６】
　監視対象を撮像し、前記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の
画像を配信する被監視者監視システムの受信装置で実行される被監視者監視システムの受
信プログラムであって、
　前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報および前記監視
対象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベント通知通信信号を通信部を介
して受信した場合に、入力部で所定の操作を受け付ける前に、前記イベント通知通信信号
に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始する第１工程
と、
　前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記第１工程でダウンロードされた
前記監視対象の画像を表示部に表示する第２工程とを備え、
　前記監視対象は、複数であり、
　前記第１工程は、前記複数の監視対象それぞれの複数のイベント通知通信信号を前記通
信部を介して異なる時刻で受信した場合に、前記入力部で前記所定の操作を受け付ける前
に、前記複数のイベント通知通信信号の中から、最も遅い時刻に受信した最新のイベント
通知通信信号を選択し、前記選択した最新のイベント通知通信信号に収容された画像識別
情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始する、
　被監視者監視システムの受信プログラム。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の受信装置を備える被監視者監視システ
ム。
【請求項８】
　監視対象を撮像し、前記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の
画像を配信する被監視者監視システムの受信方法であって、
　前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報、前記監視対象
の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別情報を収容したイベン
ト通知通信信号を通信部を介して受信した際に、入力部で前記監視対象の画像を表示部に
表示する指示を受け付ける受け付け処理、前記監視対象の静止画を前記表示部に表示する
表示処理、および、前記イベント通知通信信号に収容された動画識別情報に基づいて監視
対象の動画のダウンロードを開始する開始処理の各処理をいずれかの順で実行し、前記監
視対象の動画の表示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動
画に切り換えて前記監視対象の動画を前記表示部に表示する、
　被監視者監視システムの受信方法。
【請求項９】
　監視対象を撮像し、前記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の
画像を配信する被監視者監視システムの受信装置で実行される被監視者監視システムの受
信プログラムであって、
　前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報、前記監視対象
の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別情報を収容したイベン
ト通知通信信号を通信部を介して受信した際に、入力部で前記監視対象の画像を表示部に
表示する指示を受け付ける受け付け処理、前記監視対象の静止画を前記表示部に表示する
表示処理、および、前記イベント通知通信信号に収容された動画識別情報に基づいて監視
対象の動画のダウンロードを開始する開始処理の各処理をいずれかの順で実行し、前記監
視対象の動画の表示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動
画に切り換えて前記監視対象の動画を前記表示部に表示する、
　被監視者監視システムの受信プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、監視すべき監視対象である被監視者を監視し、前記被監視者に関する所定の
情報を受信装置に送信する被監視者監視システムの受信装置、被監視者監視システムの受
信方法、被監視者監視システムの受信プログラムならびに被監視者監視システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　我が国は、戦後の高度経済成長に伴う生活水準の向上、衛生環境の改善および医療水準
の向上等によって、高齢化社会、より詳しくは、総人口に対する６５歳以上の人口の割合
である高齢化率が２１％を超える超高齢化社会になっている。また、２００５年では、総
人口約１億２７６５万人に対し６５歳以上の高齢者人口は、約２５５６万人であったのに
対し、２０２０年では、総人口約１億２４１１万人に対し高齢者人口は、約３４５６万人
となる予測もある。このような高齢化社会では、病気や怪我や高齢等による看護や介護を
必要とする要看護者は、高齢化社会ではない通常の社会で生じる要看護者よりもその増加
が見込まれる。
【０００３】
　このような要看護者は、病院や、老人福祉施設（日本の法令では老人短期入所施設、養
護老人ホームおよび特別養護老人ホーム等）等の施設に入所し、その看護や介護を受ける
。このような病院や老人福祉施設等の施設では、要看護者が看護や介護を受けようとする
場合に看護師や介護士を呼ぶために利用される、いわゆるナースコールシステムが一般に
設けられている。また、要看護者の状態をモニタ（監視）するための機器が必要に応じて
前記ナースコールシステムに組み込まれ、前記機器は、前記要看護者の状態を看護師や介
護士の持つ受信装置（受信端末）に送信するように構成される。
【０００４】
　このような要看護者の状態をモニタする機能を持つナースコールシステムでは、受信装
置の要求に応じて画像を前記機器から前記受信装置に送信（配信）する必要がある。この
受信装置の要求に応じて画像を配信するシステムとして、例えば、特許文献１に開示され
た画像配信システムがある。この画像配信システムは、サーバから移動体通信端末等の登
録をしたメールアドレスに連絡先情報のＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌ
ｏｃａｔｏｒ）が送られ、その連絡を受け取った移動体通信端末は、サーバから指定され
たＵＲＬにアクセスすることで静止画像を受信するシステムである。
【０００５】
　ところで、要看護者をモニタしている場合、看護師等は、要看護者の状態を把握するた
めに、少しでも早く画像を見たい場合がある。特に、要看護者に事故等が起きた場合には
、看護師等は、少しでも早く画像を見たい。前記特許文献１に開示された画像配信システ
ムでは、次のフローでサーバから画像が配信され移動体通信端末に表示される。すなわち
、最初にサーバから移動体通信端末に電子メールが送信され、次に、その電子メールに記
載されたＵＲＬが指定されて入力され、次に、このＵＲＬの指定入力後に、この指定され
たＵＲＬのサイトから画像が移動体通信端末にダウンロードされ、そして、移動体通信端
末に画像が表示される。このため、前記特許文献１に開示された画像配信システムがナー
スコールシステムに採用された場合、ＵＲＬの指定入力後に、動画等の画像データがダウ
ンロードされるため、前記画像データのダウンロードに時間がかかるので、前記ＵＲＬの
指定入力後から画像の表示まで、時間を要し、即時的に画像を見ることが難しい。特に、
動画等の画像データは、一般に、データの容量が大きいため、ダウンロードに時間を要す
るので、即時的に画像を見ることが難しい。このため、ユーザは、画像が表示されるまで
の時間に不便さやストレスを感じることがある。
【０００６】
　一方、安否確認の点では、一人暮らしの独居者も前記要介護者等と同様であり、被監視
対象者となる。
【先行技術文献】



(5) JP 6057037 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－１９４１６３号公報
【発明の概要】
【０００８】
　本発明は、上述の事情に鑑みて為された発明であり、その目的は、通知があった後によ
り早く画像を表示できる被監視者監視システムの受信装置、被監視者監視システムの受信
方法および被監視者監視システムの受信プログラムならびに被監視者監視システムを提供
することである。
【０００９】
　本発明にかかる被監視者監視システムの受信装置、被監視者監視システムの受信方法お
よび被監視者監視システムの受信プログラムならびに被監視者監視システムは、イベント
通知通信信号を受信すると、入力部で所定の操作を受け付ける前に、前記イベント通知通
信信号に収容された、監視対象の画像を特定するための画像識別情報に基づいて前記監視
対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、
前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を表示部に表示する。このため、本発明にか
かる被監視者監視システムの受信装置、被監視者監視システムの受信方法、被監視者監視
システムの受信プログラムおよび被監視者監視システムは、イベント通知があった後によ
り早く画像を表示できる。
【００１０】
　上記並びにその他の本発明の目的、特徴及び利点は、以下の詳細な記載と添付図面から
明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施形態における被監視者監視システムの構成を示す図である。
【図２】実施形態の被監視者監視システムにおける監視親装置の構成を示す図である。
【図３】実施形態の被監視者監視システムにおける画像サーバ装置の構成を示す図である
。
【図４】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の構成を示す図である。
【図５】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第１態様の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図６】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第１態様の動作を説明する
ための図である。
【図７】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第１変形態様の動作を示す
フローチャートである。
【図８】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第１変形態様の動作を説明
するための図である。
【図９】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第２変形態様の動作を示す
フローチャートである。
【図１０】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第２変形態様の動作を説
明するための図である。
【図１１】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第３変形態様の動作を示
すフローチャートである。
【図１２】実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第３変形態様の動作を説
明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明にかかる実施の一形態を図面に基づいて説明する。なお、各図において同
一の符号を付した構成は、同一の構成であることを示し、適宜、その説明を省略する。本
明細書において、総称する場合には添え字を省略した参照符号で示し、個別の構成を指す
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場合には添え字を付した参照符号で示す。
【００１３】
　図１は、実施形態における被監視者監視システムの構成を示す図である。なお、図１に
は、実施形態の被監視者監視システムにおける監視子装置の構成も示されている。図２は
、実施形態の被監視者監視システムにおける監視親装置の構成を示す図である。図３は、
実施形態の被監視者監視システムにおける画像サーバ装置の構成を示す図である。図４は
、実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の構成を示す図である。
【００１４】
　実施形態における被監視者監視システムＭＳは、監視対象（見守り対象）である被監視
者（見守り対象者）を監視するものであり、例えば、図１に示すように、監視親装置ＭＤ
と、監視子装置ＲＤと、画像サーバ装置ＳＶと、受信装置ＣＴとを備え、これら監視親装
置ＭＤ、監視子装置ＲＤ、画像サーバ装置ＳＶおよび受信装置ＣＴとは、通信ネットワー
クＮＴに接続され、通信ネットワークＮＴを介して互いに通信可能となっている。被監視
者監視システムＭＳは、被監視者に応じて適宜な場所に配設される。このため、被監視者
監視システムＭＳは、被監視者の種類に応じて、病院、老人福祉施設および住戸等の建物
に好適に配設される。なお、被監視者監視システムＭＳは、病院や老人福祉施設等の、１
個の建物に集中的に配設されて良く、また、複数の住戸および監視センター等の、複数の
建物に分散的に配設されて良い。例えば、監視子装置ＲＤは、１フロアにおける各病室ま
た各ベッドに配設され、監視親装置ＭＤおよび画像サーバ装置ＳＶは、同じフロアにおけ
るナースステーションに配設され、そして、受信装置ＣＴは、例えば看護師や介護士等に
携帯される。また例えば、監視子装置ＲＤは、各住戸に配設され、監視親装置ＭＤおよび
画像サーバ装置ＳＶは、監視センターに配設され、受信装置ＣＴは、監視センターの監視
者に携帯される。受信装置ＣＴは、１または複数であって良く、図１には、３個の第１な
いし第３受信装置ＣＴ－１～ＣＴ－３が図示されている。
【００１５】
　通信ネットワークＮＷは、監視親装置ＭＤ、監視子装置ＲＤ、画像サーバ装置ＳＶおよ
び受信装置ＣＴを相互に通信可能に接続する、例えば通信線、電話網、ディジタル通信網
および無線通信網等の伝送路であり、所定の通信プロトコルを用いてデータが通信信号に
よって伝送される。通信ネットワークＮＷは、例えば、通信プロトコルにＴＣＰ／ＩＰ（
Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ／Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ）等のいわゆるインターネットプロトコルが用いられてイントラネットや
インターネットを構成する。本実施形態では、通信ネットワークＮＷは、中継装置ＳＨや
アクセスポイント装置ＡＰを含むローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）であり、監視親
装置ＭＤ、監視子装置ＲＤおよび画像サーバ装置ＳＶを相互に有線で通信可能に接続し、
監視親装置ＭＤおよび画像サーバ装置ＳＶと受信装置ＣＴとをアクセスポイント装置ＡＰ
を介して無線で相互に通信可能に接続する。中継装置（ハブ（Ｈｕｂ））ＳＨは、例えば
リピータ、ブリッジおよびルータ等である。アクセスポイント装置ＡＰは、無線によって
受信装置ＣＴを通信ネットワークＮＴに接続するための装置であり、無線の中継装置であ
る。アクセスポイント装置ＡＰは、ルータ機能をさらに備えても良い。
【００１６】
　まず、監視子装置ＲＤの構成について説明する。監視子装置ＲＤは、監視対象を撮像し
、通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶへ監視対象における画像の画像デー
タを転送する装置である。本実施形態では、監視子装置ＲＤは、さらに、監視対象の動き
を検出し、通信ネットワークＮＴを介してその検出結果を画像サーバ装置ＳＶへ転送し、
監視対象の音を拾い、通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶへ監視対象の音
の音データを転送し、そして、例えばナースコール等の所定の操作を受け付けるとその旨
を監視親装置ＭＤへ転送する。このような監視子装置ＲＤは、例えば、図１に示すように
、子機制御処理部３１と、センサ部３２と、撮像部３３と、子機音入出力部３４と、子機
入力部３５と、子機インターフェース部（子機ＩＦ部）３６と、子機記憶部３７と、子機
通信部３８とを備える。
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【００１７】
　センサ部３２は、子機制御処理部３１に接続され、子機制御処理部３１の制御に従って
、画像を除く他の方法で監視対象の動きを検出する装置であり、例えば、ドップラセンサ
を備えて構成される。ドップラセンサは、所定の波（例えばマイクロ波等）を発射し、監
視対象の動きに応じてこの発射された波に生じる周波数のズレを検出し、センサ出力信号
として出力するものである。センサ部３２は、人の呼吸による体動を検出できる分解能を
持っていることが好ましい。センサ部３２は、その検出結果（センサ出力信号）を子機制
御処理部３１へ出力する。
【００１８】
　撮像部３３は、子機制御処理部３１に接続され、子機制御処理部３１の制御に従って監
視対象を撮像し、監視対象の画像を表すデータである画像データを生成する装置である。
撮像部３３は、この生成した監視対象の画像の画像データを子機制御処理部３１へ出力す
る。撮像部３３は、例えば、いわゆるウェブカメラ（Ｗｅｂ　カメラ）等のデジタルカメ
ラを備えて構成される。前記画像データは、通常、動画の動画データであるが、静止画の
静止画データを含んで良い。撮像部３３は、監視対象に含まれる被監視者が通常所在する
空間を撮像できる適宜な方向に撮像方向を一致させて配設される。
【００１９】
　子機音入出力部３４は、子機制御処理部３１に接続され、監視対象の音を取得して監視
子装置ＲＤに入力するための装置であって、子機制御処理部３１の制御に従って音を表す
電気信号に応じた音を生成して出力するための装置である。子機音入出力部３４は、例え
ば、音の音響振動を電気信号に変換するマイクロホン等と、音の電気信号を音の音響振動
に変換するスピーカ等とを備えて構成される。子機音入出力部３４は、監視対象の音を表
す電気信号を子機制御処理部３１へ出力する。
【００２０】
　子機入力部３５は、子機制御処理部３１に接続され、外部から所定の操作を監視子装置
ＲＤに入力するための装置である。子機入力部３５は、例えば、所定の機能を割り付けら
れた１または複数の入力スイッチ等である。より具体的には、子機入力部３５は、その一
局面では、いわゆるナースコールスイッチである。
【００２１】
　子機ＩＦ部３６は、子機制御処理部３１に接続され、子機制御処理部３１の制御に従っ
て、外部機器との間でデータの入出力を行う回路であり、例えば、シリアル通信方式であ
るＲＳ－２３２Ｃのインターフェース回路、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格を用い
たインターフェース回路、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｃｏｉａｔｉ
ｏｎ）規格等の赤外線通信を行うインターフェース回路、および、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）規格を用いたインターフェース回路等である。
【００２２】
　子機通信部３８は、子機制御処理部３１に接続され、子機制御処理部３１の制御に従っ
て通信を行うための通信装置である。子機通信部３８は、子機制御処理部３１から入力さ
れた転送すべきデータを収容した通信信号を、通信ネットワークＮＴで用いられる通信プ
ロトコルに従って生成し、この生成した通信信号を通信ネットワークＮＴを介して監視親
装置ＭＤや画像サーバ装置ＳＶ等の他の装置へ送信する。子機通信部３８は、通信ネット
ワークＮＴを介して監視親装置ＭＤや画像サーバ装置ＳＶ等の他の装置から通信信号を受
信し、この受信した通信信号からデータを取り出し、この取り出したデータを子機制御処
理部３１が処理可能な形式のデータに変換して子機制御処理部３１へ出力する。
【００２３】
　子機記憶部３７は、子機制御処理部３１に接続され、子機制御処理部３１の制御に従っ
て、各種の所定のプログラムおよび各種の所定のデータを記憶する回路である。前記各種
の所定のプログラムには、例えば、センサ部３２の検出結果、撮像部３３による監視対象
の画像の画像データ、子機音入出力部３４による監視対象の音の音データ、および、子機
入力部３５で受け付けた操作内容を示す操作データを監視親装置ＭＤや画像サーバ装置Ｓ
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Ｖへ送信する転送プログラム等の制御処理プログラムが含まれる。前記各種の所定のデー
タには、各プログラムを実行する上で必要なデータ等が含まれる。子機記憶部３７は、例
えば不揮発性の記憶素子であるＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や書き換え
可能な不揮発性の記憶素子であるＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａ
ｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等を備える。
そして、子機記憶部３７は、前記所定のプログラムの実行中に生じるデータ等を記憶する
いわゆる子機制御処理部３１のワーキングメモリとなるＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等を含む。なお、子機記憶部３１は、比較的大容量のハードディス
クを備えても良い。
【００２４】
　子機制御処理部３１は、監視子装置ＲＤの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ制御
し、監視子装置ＲＤの全体制御を司り、監視対象を監視するための回路である。より具体
的には、子機制御処理部３１は、センサ部３２から入力されたセンサ部３２の検出結果を
子機通信部３８および通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶへ送信（転送）
する。子機制御処理部３１は、撮像部３３から入力された監視対象の画像の画像データを
子機通信部３８および通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶへ送信（転送）
する。子機制御処理部３１は、子機音入出力部３４から入力された監視対象の音の音デー
タを子機通信部３８および通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶへ送信（転
送）する。そして、子機制御処理部３１は、子機入力部３５から所定の操作を受け付ける
と（例えば、スイッチ入力があると）、その旨を収容した通信信号（子機操作受付通知通
信信号）を子機通信部３８および通信ネットワークＮＴを介して監視親装置ＭＤへ送信（
転送）する。子機制御処理部３１は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）およびその周辺回路を備えて構成される。
【００２５】
　次に、画像サーバ装置ＳＶの構成について説明する。画像サーバ装置ＳＶは、通信ネッ
トワークＮＴを介して監視子装置ＲＤ、監視親装置ＭＤおよび受信装置ＣＴそれぞれと通
信可能に接続され、所定のデータを管理し、監視親装置ＭＤや受信装置ＣＴ等のクライア
ント装置の要求に応じて前記所定のデータを前記クライアント装置に提供する装置である
。前記所定のデータには、監視子装置ＲＤから受信したセンサ部３２の検出結果、監視対
象の画像の画像データおよび監視対象の音の音データが含まれる。この観点から、画像サ
ーバ装置ＳＶは、例えば、ビデオマネジメントシステム（ＶＭＳ）を備える。そして、本
実施形態では、画像サーバ装置ＳＶは、監視対象の画像（画像データ）から前記監視対象
の行動を検知してその行動検知結果を監視親装置ＭＤへ送信する行動検知機能と、センサ
部３２の検出結果から前記監視対象の動き（体動）、より具体的には例えば呼吸等によっ
て生じる微体動（僅かな体の動き）を検知してその体動検知結果を監視親装置ＭＤへ送信
する体動検知機能とをさらに備える。このような画像サーバ装置ＳＶは、例えば、図３に
示すように、ＳＶ制御処理部２１、ＳＶ記憶部２２と、ＳＶ通信部２３とを備える。
【００２６】
　ＳＶ通信部２３は、子機通信部３８と同様に、ＳＶ制御処理部２１に接続され、ＳＶ制
御処理部２１の制御に従って通信を行うための通信装置である。ＳＶ通信部２８は、子機
通信部３８と同様に、ＳＶ制御処理部２１から入力された転送すべきデータを収容した通
信信号を、通信ネットワークＮＴで用いられる通信プロトコルに従って生成し、この生成
した通信信号を通信ネットワークＮＴを介して監視親装置ＭＤや受信装置ＣＴ等の他の装
置へ送信する。ＳＶ通信部２３は、通信ネットワークＮＴを介して監視子装置ＲＤや監視
親装置ＭＤ等の他の装置から通信信号を受信し、この受信した通信信号からデータを取り
出し、この取り出したデータをＳＶ制御処理部２１が処理可能な形式のデータに変換して
ＳＶ制御処理部２１へ出力する。
【００２７】
　ＳＶ記憶部２２は、子機記憶部３７と同様に、ＳＶ制御処理部２１に接続され、ＳＶ制
御処理部２１の制御に従って、各種の所定のプログラムおよび各種の所定のデータを記憶
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する回路である。前記各種の所定のプログラムには、例えば、クライアント装置（本実施
形態では監視親装置ＭＤおよび受信装置ＣＴ等）の要求に応じたデータを提供するサーバ
プログラムや、監視対象の画像（画像データ）から前記監視対象の行動を検知してその行
動検知結果を監視親装置ＭＤへ送信する行動検知プログラムや、センサ部３２の検出結果
から前記監視対象の動き（体動）を検知してその体動検知結果を監視親装置ＭＤへ送信す
る体動検知プログラム等の制御処理プログラムが含まれる。前記各種の所定のデータには
、各プログラムを実行する上で必要なデータ等が含まれる。ＳＶ記憶部２２は、例えば不
揮発性の記憶素子であるＲＯＭや書き換え可能な不揮発性の記憶素子であるＥＥＰＲＯＭ
等を備える。そして、ＳＶ記憶部２２は、前記所定のプログラムの実行中に生じるデータ
等を記憶するいわゆるＳＶ制御処理部２１のワーキングメモリとなるＲＡＭ等を含む。そ
して、ＳＶ記憶部２２は、監視対象の画像の画像データ等を記憶するために、比較的大容
量のハードディスクを備える。
【００２８】
　ＳＶ制御処理部２１は、子機制御処理部３１と同様に、画像サーバ装置ＳＶの各部を当
該各部の機能に応じてそれぞれ制御し、画像サーバ装置ＳＶの全体制御を司り、クライア
ント装置（本実施形態では監視親装置ＭＤおよび受信装置ＣＴ等）の要求に応じたデータ
を提供するための回路である。ＳＶ制御処理部２１は、例えば、ＣＰＵおよびその周辺回
路を備えて構成される。ＳＶ制御処理部２１には、制御処理プログラムが実行されること
によって、行動検知処理部２１１および微体動検知処理部２１２を機能的に備える。
【００２９】
　行動検知処理部２１１は、監視子装置ＲＤから受信した監視対象の画像（画像データ）
から前記監視対象の行動を検知してその行動検知結果をＳＶ通信部２３および通信ネット
ワークＮＴを介して監視親装置ＭＤへ送信するものである。行動の検知には、公知の常套
手段等が用いられる。例えば、検知したい行動に対応する画像がテンプレートとして予め
ＳＶ記憶部２２に記憶され、監視対象の画像（画像データ）とテンプレートの画像とがテ
ンプレートマッチングされ、監視対象の画像（画像データ）の中にテンプレートの画像が
存在するか否かが判定される。この判定の結果、監視対象の画像（画像データ）の中にテ
ンプレートの画像が存在する場合には、前記テンプレートの画像が示す行動が有ると判定
され、監視対象の画像（画像データ）の中にテンプレートの画像が存在しない場合には、
前記テンプレートの画像が示す行動が無いと判定される。テンプレートは、例えば、立位
姿勢（立っている状態）、座位姿勢（座っている状態）および横臥姿勢（横たわっている
状態）等である。なお、判定した行動を時系列データとすることで、起床動作（例えば時
間経過に従って横臥姿勢から座位姿勢への移行等）、離床動作（時間経過に従って横臥姿
勢から立位姿勢への移行等）および転倒動作（時間経過に従って立位姿勢から横臥姿勢へ
の移行等）等の時間経過に従って姿勢変化する行動も判定できる。
【００３０】
　微体動検知処理部２１２は、監視子装置ＲＤから受信したセンサ部３２の検出結果から
前記監視対象の動き（体動）、より具体的には例えば呼吸等によって生じる微体動（僅か
な体の動き）を検知してその体動検知結果を監視親装置ＭＤへ送信するものである。体動
の検知には、公知の常套手段等が用いられる。例えば、検知したい体動に対応する閾値が
予めＳＶ記憶部２２に記憶され、センサ部３２の検出結果が前記閾値と比較される。この
比較の結果、センサ部３２の検出結果が前記閾値以上である場合には、前記体動が有ると
判定され、センサ部３２の検出結果が前記閾値未満である場合には、前記体動が無いと判
定される。
【００３１】
　次に、監視親装置ＭＤの構成について説明する。監視親装置ＭＤは、監視対象（被監視
者）を監視し、画像サーバ装置ＳＶから受信した被監視者の行動検知結果および体動検知
結果に基づいて、予め定めた事象が監視対象に生じたか否かを検知し、監視対象から前記
予め定めた事象を検知した場合に、その旨を表すイベント通知情報を収容した通信信号（
イベント通知通信信号（第１イベント通知通信信号））を受信装置ＣＴに送信し、その旨
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を受信装置ＣＴへ通知するものである。前記事象は、監視対象の種類や監視目的等に応じ
て適宜に設定されて良く、例えば、病院や介護施設等では、起床、離床、転倒および転落
等である。特に見守りシステムでは、前記事象には、他者によって監視対象の被監視者を
速やかに助ける必要があると認められる、例えば転倒や転落等の異常状態の事象を含むこ
とが好ましく、看護師や介護士等の監視者は、受信装置ＣＴを参照することによって、被
監視者が異常状態であると判定されたことを認識できる。そして、一局面では、監視親装
置ＭＤは、監視子装置ＲＤから子機入力部３５で所定の操作を受け付けた旨を通知する通
信信号（子機操作受付通信信号）を通信ネットワークＮＴを介して受信すると、その旨を
親機音入出力部１３および親機出力部１５それぞれによって報知し、さらに、その旨を収
容する通信信号（イベント通知通信信号（第２イベント通知通信信号））を通信ネットワ
ークＮＴを介して受信装置ＣＴへ送信し、親機入力部１４から通話要求の指示を受け付け
ると、親機音入出力部１３と子機音入出力部３４との間で通信ネットワークＮＴを介して
通話可能とし、受信装置ＣＴから通話要求の指示を収容した通信信号（通話要求通信信号
）を受信すると、受信装置ＣＴと子機音入出力部３４との間で通信ネットワークＮＴを介
して通話可能とする。本実施形態では、監視子装置ＲＤから子機入力部３５で所定の操作
を受け付けたことも、上述の各事象に加えて、監視対象から検知した前記予め定めた事象
に含まれる。このような監視親装置ＭＤは、例えば、図２に示すように、親機制御処理部
１１と、親機記憶部１２と、親機音入出力部１３と、親機入力部１４と、親機出力部１５
と、親機通信部１６と、親機ＩＦ部１７とを備える。
【００３２】
　親機音入出力部１３は、子機音入出力部３４と同様に、親機制御処理部１１に接続され
、外部の音を取得して監視親装置ＭＤに入力するための装置であって、親機制御処理部１
１の制御に従って音を表す電気信号に応じた音を生成して出力するための装置である。親
機音入出力部１３は、例えば、音の音響振動を電気信号に変換するマイクロホン等と、音
の電気信号を音の音響振動に変換するスピーカ等とを備えて構成される。親機音入出力部
１３は、外部の音を表す電気信号を親機制御処理部１１へ出力する。
【００３３】
　親機入力部１４は、親機制御処理部１１に接続され、例えば、監視を指示するコマンド
等の各種コマンド、および、例えば監視対象の氏名等の監視する上で必要な各種データを
監視親装置ＭＤに入力する機器であり、例えば、キーボードやマウス等である。親機出力
部１５は、親機制御処理部１１に接続され、親機制御処理部１１の制御に従って、親機入
力部１４から入力されたコマンドやデータ、および、被監視者監視システムＳＭによって
監視されている監視対象の監視結果（例えば画像、イベント通知等）等を出力する機器で
あり、例えばＣＲＴディスプレイ、ＬＣＤおよび有機ＥＬディスプレイ等の表示装置やプ
リンタ等の印刷装置等である。
【００３４】
　親機通信部１６は、子機通信部３８と同様に、親機制御処理部１１に接続され、親機制
御処理部１１の制御に従って通信を行うための通信装置である。親機通信部１６は、親機
制御処理部１１から入力された転送すべきデータを収容した通信信号を、通信ネットワー
クＮＴで用いられる通信プロトコルに従って生成し、この生成した通信信号を通信ネット
ワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶや受信装置ＣＴ等の他の装置へ送信する。親機通
信部１６は、通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶや受信装置ＣＴ等の他の
装置から通信信号を受信し、この受信した通信信号からデータを取り出し、この取り出し
たデータを親機制御処理部１１が処理可能な形式のデータに変換して親機制御処理部１１
へ出力する。
【００３５】
　親機ＩＦ部１７は、子機ＩＦ部３７と同様に、親機制御処理部１１に接続され、親機制
御処理部１１の制御に従って、外部機器との間でデータの入出力を行う回路であり、例え
ば、シリアル通信方式であるＲＳ－２３２Ｃのインターフェース回路、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）規格を用いたインターフェース回路、ＩｒＤＡ規格等の赤外線通信を行う
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インターフェース回路、および、ＵＳＢ規格を用いたインターフェース回路等である。
【００３６】
　親機記憶部１２は、子機記憶部３７と同様に、親機制御処理部１１に接続され、親機制
御処理部１１の制御に従って、各種の所定のプログラムおよび各種の所定のデータを記憶
する回路である。前記各種の所定のプログラムには、例えば、監視対象を監視する被監視
者監視プログラム等の制御処理プログラムが含まれる。前記各種の所定のデータには、各
プログラムを実行する上で必要なデータ等が含まれる。親機記憶部１２は、例えば不揮発
性の記憶素子であるＲＯＭや書き換え可能な不揮発性の記憶素子であるＥＥＰＲＯＭ等を
備える。そして、親機記憶部１２は、前記所定のプログラムの実行中に生じるデータ等を
記憶するいわゆる親機制御処理部１１のワーキングメモリとなるＲＡＭ等を含む。そして
、親機記憶部１２は、必要に応じて、比較的大容量のハードディスクを備えてもよい。
【００３７】
　親機制御処理部１１は、子機制御処理部３１と同様に、監視親装置ＭＤの各部を当該各
部の機能に応じてそれぞれ制御し、監視子装置ＲＤおよび画像サーバ装置ＳＶを介して監
視対象を監視し、予め定めた事象が監視対象に生じたか否かを検知し、監視対象から前記
予め定めた事象を検知した場合に、その旨を受信装置ＣＴに通知するための回路である。
親機制御処理部１１は、例えば、ＣＰＵおよびその周辺回路を備えて構成される。親機制
御処理部１１には、制御処理プログラムが実行されることによって、親機制御部１１１、
身体状態判定処理部１１２、ナースコール検知処理部１１３および通話処理部１１４を機
能的に備える。
【００３８】
　親機制御部１１１は、監視親装置ＭＤの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ制御し
、監視親装置ＭＤの全体制御を司るものである。
【００３９】
　身体状態判定処理部１１２は、画像サーバ装置ＳＶから受信した被監視者の行動検知結
果および体動検知結果に基づいて、予め定めた事象が監視対象に生じたか否かを検知し、
監視対象から前記予め定めた事象を検知した場合に、その旨を表すイベント通知情報を収
容した第１イベント通知通信信号を受信装置ＣＴに送信するものである。第１イベント通
知通信信号には、監視対象の画像を特定するための画像識別情報も収容される。体動検知
結果は、行動検知結果だけでは前記予め定めた事象を正確に判定できない場合に、前記予
め定めた事象を判定する際に、参照される。例えば、身体状態判定処理部１１２は、行動
検知結果が横臥を示している場合であって体動検知結果が体動有りを示している場合には
、被監視者は睡眠中であると判定し、行動検知結果が横臥を示している場合であって体動
検知結果が体動無しを示している場合には、被監視者は異常状態であると判定して前記予
め定めた事象が発生したと判定する。
【００４０】
　ナースコール検知処理部１１３は、親機通信部１６で通信信号を受信すると、この受信
した通信信号に、監視子装置ＲＤにおける子機入力部３５で所定の操作を受け付けた旨を
表す操作受付情報が収容されているか否かを判定し（この受信した通信信号が子機操作受
付通信信号であるか否かを判定し）、前記受信した通信信号に前記操作受付情報が収容さ
れている場合には、その旨を親機音入出力部１３および親機出力部１５それぞれによって
報知し、さらに、第２イベント通知通信信号を通信ネットワークＮＴを介して受信装置Ｃ
Ｔへ送信するものである。ナースコール検知処理部１１３は、親機入力部１４から報知の
停止を受け付けると、親機音入出力部１３および親機出力部１５それぞれの報知を停止す
るものである。
【００４１】
　通話処理部１１４は、親機入力部１４から通話要求の指示を受け付けると、親機音入出
力部１３と子機音入出力部３４との間で通信ネットワークＮＴを介して通話可能とし、受
信装置ＣＴから通話要求通信信号を受信すると、受信装置ＣＴと子機音入出力部３４との
間で通信ネットワークＮＴを介して通話可能とするものである。
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【００４２】
　次に、受信装置ＣＴの構成について説明する。受信装置ＣＴは、イベント通知通信信号
（第１イベント通知通信信号、第２イベント通知通信信号）等の通信信号を通信ネットワ
ークＮＴを介して監視親装置ＭＤから受信し、監視対象の画像（画像データ）や音（音デ
ータ）を通信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶからダウンロードして監視対
象の画像や音を参照し、通信ネットワークＮＴを介して監視子装置ＲＤとの間で通話可能
とするものである。このような受信装置ＣＴは、例えば、図４に示すように、端末制御処
理部４１と、端末記憶部４２と、端末音入出力部４３と、端末入力部４４と、端末表示部
４５と、端末ＩＦ部４６と、端末通信部４７とを備える。
【００４３】
　端末音入出力部４３は、子機音入出力部３４と同様に、端末制御処理部４１に接続され
、外部の音を取得して受信装置ＣＴに入力するための装置であって、端末制御処理部４１
の制御に従って音を表す電気信号に応じた音を生成して出力するための装置である。端末
音入出力部４３は、例えば、音の音響振動を電気信号に変換するマイクロホン等と、音の
電気信号を音の音響振動に変換するスピーカ等とを備えて構成される。端末音入出力部４
３は、外部の音を表す電気信号を端末制御処理部４１へ出力する。
【００４４】
　端末入力部４４は、端末制御処理部４１に接続され、例えば、所定の操作を受け付け、
監視親装置ＭＤに入力する機器であり、例えば、所定の機能を割り付けられた複数の入力
スイッチ等である。前記所定の操作には、複数のイベント通知通信信号それぞれにおける
複数のイベント通知情報の中から１つのイベント通知情報を選択する選択操作、監視対象
の画像の表示を指示する画像表示指示操、例えば動作モードを指示するコマンド等の各種
コマンド、および、例えば監視対象の氏名等の監視する上で必要な各種データ等が含まれ
る。端末表示部４５は、端末制御処理部４１に接続され、端末制御処理部４１の制御に従
って、端末入力部４４から入力された所定の操作内容、および、被監視者監視システムＳ
Ｍによって監視されている監視対象の監視結果（例えば画像、イベント通知等）等を表示
する機器であり、例えばＬＣＤおよび有機ＥＬディスプレイ等の表示装置である。
【００４５】
　また、端末入力部４４および端末表示部４５からタッチパネルが構成されてもよい。こ
のタッチパネルを構成する場合において、端末入力部４４は、例えば抵抗膜方式や静電容
量方式等の操作位置を検出して入力する位置入力装置である。このタッチパネルでは、端
末表示部４５の表示面上に位置入力装置が設けられ、端末表示部４５に入力可能な１また
は複数の入力内容の候補が表示され、ユーザが、入力したい入力内容を表示した表示位置
を触れると、位置入力装置によってその位置が検出され、検出された位置に表示された表
示内容がユーザの操作入力内容として受信装置ＣＴに入力される。このようなタッチパネ
ルでは、ユーザは、入力操作を直感的に理解し易いので、ユーザにとって取り扱い易い受
信装置ＣＴが提供される。
【００４６】
　端末ＩＦ部４６は、子機ＩＦ部３７と同様に、端末制御処理部４１に接続され、端末制
御処理部４１の制御に従って、外部機器との間でデータの入出力を行う回路であり、例え
ば、シリアル通信方式であるＲＳ－２３２Ｃのインターフェース回路、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）規格を用いたインターフェース回路、ＩｒＤＡ規格等の赤外線通信を行う
インターフェース回路、および、ＵＳＢ規格を用いたインターフェース回路等である。
【００４７】
　端末通信部４７は、子機通信部３８と同様に、端末制御処理部４１に接続され、端末制
御処理部４１の制御に従って通信を行うための通信装置である。端末通信部４７は、端末
制御処理部４１から入力された転送すべきデータを収容した通信信号を、通信ネットワー
クＮＴで用いられる通信プロトコルに従って生成し、この生成した通信信号を通信ネット
ワークＮＴを介して監視子装置ＲＤや画像サーバ装置ＳＶや監視親装置ＭＤ等の他の装置
へ送信する。端末通信部４６は、通信ネットワークＮＴを介して監視子装置ＲＤや画像サ
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ーバ装置ＳＶや監視親装置ＭＤ等の他の装置から通信信号を受信し、この受信した通信信
号からデータを取り出し、この取り出したデータを端末制御処理部４１が処理可能な形式
のデータに変換して端末制御処理部４１へ出力する。
【００４８】
　端末記憶部４２は、子機記憶部３７と同様に、端末制御処理部４１に接続され、端末制
御処理部４１の制御に従って、各種の所定のプログラムおよび各種の所定のデータを記憶
する回路である。前記各種の所定のプログラムには、例えば、監視対象における画像（画
像データ）および音（音データ）を画像サーバ装置ＳＶからダウンロードする監視対象デ
ータ受信プログラムや、監視子装置ＲＤとの間で通話可能とする通話処理プログラム等の
制御処理プログラムが含まれる。前記各種の所定のデータには、各プログラムを実行する
上で必要なデータ等が含まれる。端末記憶部４２は、例えば不揮発性の記憶素子であるＲ
ＯＭや書き換え可能な不揮発性の記憶素子であるＥＥＰＲＯＭ等を備える。そして、端末
記憶部４２は、前記所定のプログラムの実行中に生じるデータ等を記憶するいわゆる端末
制御処理部４１のワーキングメモリとなるＲＡＭ等を含む。
【００４９】
　端末制御処理部４１は、子機制御処理部３１と同様に、受信装置ＣＴの各部を当該各部
の機能に応じてそれぞれ制御し、監視対象における画像（画像データ）および音（音デー
タ）を画像サーバ装置ＳＶからダウンロードし、監視子装置ＲＤとの間で通話可能とする
ための回路である。端末制御処理部４１は、例えば、ＣＰＵおよびその周辺回路を備えて
構成される。端末制御処理部４１には、制御処理プログラムが実行されることによって、
端末制御部４１１および画像受信表示処理部４１２ａを機能的に備える。
【００５０】
　端末制御部４１１は、受信装置ＣＴの各部を当該各部の機能に応じてそれぞれ制御し、
受信装置ＣＴの全体制御を司るものである。
【００５１】
　画像受信表示処理部４１２ａは、監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベ
ント通知情報および前記監視対象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベン
ト通知通信信号を端末通信部４７を介して受信した場合に、端末入力部４４で所定の操作
を受け付ける前に、イベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象
の画像のダウンロードを開始し、端末入力部４４で前記所定の操作を受け付けた場合に、
前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を端末表示部４５に表示するものである。画
像受信表示処理部４１２ａは、複数の監視対象それぞれの複数のイベント通知通信信号を
端末通信部４７を介して異なる時刻で受信した場合に、端末入力部４４で所定の操作を受
け付ける前に、前記複数のイベント通知通信信号の中から、最も遅い時刻に受信した最新
のイベント通知通信信号を選択し、この選択した最新のイベント通知通信信号に収容され
た画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、端末入力部４４で前
記所定の操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を端末表
示部４５に表示するものである。そして、画像受信表示処理部４１２ａは、監視子装置Ｒ
Ｄとの間で通話可能とするものである。
【００５２】
　このような受信装置ＣＴは、例えばいわゆるスマートフォン等の携帯通信端末によって
好適に構成される。
【００５３】
　次に、本実施形態における被監視者監視システムＭＳの動作について、受信装置ＣＴの
動作を中心に説明する。図５は、実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第
１態様の動作を示すフローチャートである。図６は、実施形態の被監視者監視システムに
おける受信装置の第１態様の動作を説明するための図である。図６Ａは、イベント通知画
面を示し、図６Ｂは、１つのイベント通知情報を選択した後のイベント通知選択画面を示
し、図６Ｃは、監視対象の画像を表示する画像表示画面を示す。
【００５４】
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　上記構成の被監視者監視システムＭＳでは、稼働を始めると、監視子装置ＲＤの子機制
御処理部３１は、センサ部３２によって監視対象の動き（体動）を検出し、撮像部３３に
よって監視対象を撮像し、子機音入出力部３４によって監視対象の音を拾う。そして、監
視子装置ＲＤの子機制御部３１は、これら監視対象の動きの検出結果、監視対象の画像の
画像データ、監視対象の音の音データおよび監視子装置ＲＤの識別子を収容した通信信号
（データ転送通信信号）を子機通信部３８によって生成し、このデータ転送通信信号を通
信ネットワークＮＴを介して画像サーバ装置ＳＶへ送信する。このような監視対象の動き
の検出、監視対象の画像（画像データ）の生成および監視対象の音（音データ）の生成は
、所定のサンプリング間隔で連続的に実施されるが、それらのデータ長は、所定の時間で
区切られ、そのデータ転送通信信号の画像サーバ装置ＳＶへの送信は、周期的に実施され
る。
【００５５】
　監視子装置ＲＤの子機制御処理部３１は、子機入力部３５から所定の操作を受け付ける
と（例えば、スイッチ入力があると）、その旨および監視子装置ＲＤの識別子を収容した
子機操作受付通信信号を子機通信部３８によって生成し、この子機操作受付通信信号を通
信ネットワークＮＴを介して監視親装置ＭＤへ送信する。
【００５６】
　画像サーバ装置ＳＶでは、データ転送通信信号を通信ネットワークＮＴを介して監視子
装置ＲＤから受信すると、ＳＶ制御処理部２１は、このデータ転送通信信号に収容された
監視対象の動きの検出結果、監視対象の画像の画像データおよび監視対象の音の音データ
を、このデータ転送通信信号に収容された監視子装置ＲＤの識別子と対応付けてＳＶ記憶
部２２に記憶し、監視対象の画像の画像データおよび監視対象の音の音データに、前記監
視対象の画像を特定するための画像識別情報を割り当ててＳＶ記憶部２２に記憶する。監
視子装置ＲＤの前記識別子には、例えば監視子装置ＲＤの製品番号（シリアル番号）、Ｉ
ＰアドレスおよびＭＡＣアドレス等の、監視子装置ＲＤを特定し識別できる適宜な符号列
が用いられる。前記画像識別情報には、前記監視対象の画像を特定できる適宜な符号列が
用いられて良く、例えば、インターネット上に存在する情報資源の所在地を表すＵＲＬが
用いられる。監視対象における画像データおよび音データは、上述のように周期的に監視
子装置ＲＤから送信されるので、前記画像識別情報は、個々の監視対象における画像デー
タおよび音データに割り当てられて良く、また、一連の監視対象における画像データおよ
び音データに割り当てられて良い。この一連の画像データおよび音データに割り当てる場
合、例えば、前記画像識別情報は、日ごとの画像データおよび音データに対して割り当て
られて良く、また例えば、監視子装置ＲＤの識別子ごとの画像データおよび音データに対
して割り当てられて良い。この監視対象の画像データおよび監視対象の音データを記憶す
るために設定されたＳＶ記憶部２２の記憶領域は、監視子装置ＲＤの識別子ごとに設けら
れた、所定の時間長のデータを記憶できるリングバッファであって良い。このリングバッ
ファでは、前記記憶領域一杯に画像データおよび音データが記憶されると、時間的に古い
画像データおよび音データが破棄され、最新の画像データおよび音データが記憶される。
この場合、前記画像識別情報は、この監視子装置ＲＤの識別子ごとに設けられたリングバ
ッファごとに割り当てられて良い。
【００５７】
　ＳＶ制御処理部２１は、行動検知処理部２１によって、この受信した監視対象の画像（
画像データ）から前記監視対象の行動を検知し、微体動検知処理部２２によって、この受
信した監視対象の動きの検出結果（センサ部３２の検出結果）から前記監視対象の動き（
体動）を検知する。そして、ＳＶ制御処理部２１は、行動検知結果と、体動検知結果と、
これら行動検知結果および体動検知結果にかかる監視対象の画像（画像データ）および前
記監視対象の動きの検出結果を送信して来た監視子装置ＲＤの識別子と、前記監視対象の
画像（画像データ）に割り当てられた画像識別情報とを収容した通信信号(検知結果通知
通信信号)をＳＶ通信部２３によって生成し、このデータ転送通信信号を通信ネットワー
クＮＴを介して監視親装置ＭＤへ送信する。
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【００５８】
　監視親装置ＭＤでは、親機制御部１１１は、ナースコール検知処理部１１３によって親
機通信部１６をモニタしており、親機通信部１６で通信信号を受信すると、この受信した
通信信号に、前記操作受付情報が収容されているか否かを判定し（この受信した通信信号
が子機操作受付通信信号であるか否かを判定し）、前記受信した通信信号に前記操作受付
情報が収容されている場合には、その旨を親機音入出力部１３および親機出力部１５それ
ぞれによって報知し、さらに、第２イベント通知通信信号を通信ネットワークＮＴを介し
て受信装置ＣＴへ送信する。子機操作受付通信信号に収容された監視子装置ＲＤの識別子
に基づいて、画像サーバ装置ＳＶから、前記監視子装置ＲＤの識別子に対応する画像識別
情報を受信することによって、この第２イベント通知通信信号にも画像識別情報を収容し
ても良いが、本実施形態では、被監視者のプライバシー保護のため、第２イベント通知通
信信号には、画像識別情報を収容していない。ナースコール検知処理部１１３は、親機入
力部１４から報知の停止を受け付けると、親機音入出力部１３および親機出力部１５それ
ぞれの報知を停止する。
【００５９】
　監視親装置ＭＤでは、親機制御部１１１は、身体状態判定処理部１１２によって、画像
サーバ装置ＳＶから受信した検知結果通知通信信号に収容された被監視者の行動検知結果
および体動検知結果に基づいて、予め定めた事象が監視対象に生じたか否かを検知し、監
視対象から前記予め定めた事象を検知した場合に、イベント通知情報および画像識別情報
を収容した第１イベント通知通信信号を受信装置ＣＴに送信する。イベント通知情報には
、予め定めた事象の種類（例えば、横臥、起床および転倒等）が含まれる。
【００６０】
　そして、受信装置ＣＴでは、監視親装置ＭＤからイベント通知通信信号を受信すると、
次のように動作する。
【００６１】
　図５において、端末制御部４１１は、画像受信表示処理部４１２ａによって端末通信部
４７をモニタしており、端末通信部４７で通信信号を受信すると、この受信した通信信号
に、監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報が収容されている
か否かを判定し（この受信した通信信号がイベント通知通信信号（第１および第２イベン
ト通知通信信号）であるか否かを判定し）、さらに、前記受信した通信信号に、監視対象
の画像を特定するための画像識別情報（この例ではＵＲＬ）が収容されているか否かを判
定する（この受信した通信信号が第１イベント通知通信信号であるか否かを判定する）（
Ｓ１１）。これら判定の結果、前記受信した通信信号にイベント通知情報が収容されてい
ない場合（Ｎｏ）には、画像受信表示処理部４１２ａは、処理を処理Ｓ１１に戻す。すな
わち、処理Ｓ１１が繰り返される。一方、これら判定の結果、前記受信した通信信号にイ
ベント通知情報が収容されている場合には、画像受信表示処理部４１２ａは、イベント通
知情報を提示するイベント通知画面を端末表示部４５に表示し、さらに、前記受信した通
信信号に画像識別情報が収容されている場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処理部４１２
ａは、次の処理Ｓ１２を実施する。
【００６２】
　イベント通知画面は、例えば、図６Ａに示すように、イベント通知情報を表示する表示
領域（イベント通知情報表示領域）５１を含む画面であり、端末表示部４５の表示画面に
表示される。イベント通知情報が複数個存在する場合には、複数のイベント通知情報は、
端末表示部４５の上端部から下端部へ、現在時刻に最も近い時刻に受信した最新のイベン
ト通知情報が前記上端部に配置されるように、時系列で順にイベント通知情報表示領域５
１に並べて表示される。図６Ａに示す例では、イベント通知画面には、転倒のイベント通
知情報を表示する第１イベント通知情報表示領域５１ａ－１と、子機操作受付（ボタン）
のイベント通知情報を表示する第２イベント通知情報表示領域５１ａ－２と、起床のイベ
ント通知情報を表示する第３イベント通知情報表示領域５１ａ－３とが含まれ、第１イベ
ント通知情報表示領域５１ａ－１が現在時刻に最も近い時刻に受信した最新のイベント通
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知情報を表示している。これら第１ないし第３イベント通知情報表示領域５１ａ－１～５
１ａ－３それぞれには、当該イベント通知情報を収容したイベント通知通信信号を送信し
た監視子装置ＲＤを表す送信元情報（「部屋番号」欄）、イベント通知情報（「ステータ
ス」欄）、および、動画の有無を表す動画有無情報（「映像」欄）が表示される。図６Ａ
に示す例では、送信元情報として、監視子装置ＲＤが配置されている部屋番号が用いられ
ている。このため、監視親装置ＭＤの親機記憶部１２には、監視子装置ＲＤの識別子とそ
の監視子装置ＲＤが配置されている部屋番号との対応関係が予め記憶されており、監視親
装置ＭＤは、イベント通知通信信号に監視子装置ＲＤの部屋番号を収容する。動画の有無
は、イベント通知通信信号に画像識別情報が収容されているか否かによって判定される。
これら第１ないし第３イベント通知情報表示領域５１ａ－１～５１ａ－３は、前記複数の
イベント通知通信信号それぞれにおける複数のイベント通知情報の中から１つのイベント
通知情報を選択する選択操作を外部から受け付けるタッチパネルのボタンスイッチ（イベ
ント通知選択受付ボタン）でもある。
【００６３】
　次に、処理Ｓ１２では、画像受信表示処理部４１２ａは、端末入力部４４で所定の操作
を受け付ける前に、前記受信したイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づ
いて監視対象の画像のダウンロードを開始する。より具体的には、画像受信表示処理部４
１２ａは、端末入力部４４および端末表示部４５を備えて構成されるタッチパネルで選択
操作を受け付ける前に、前記受信したイベント通知通信信号に収容されたＵＲＬによって
画像サーバ装置ＳＶから通信ネットワークＮＴを介して監視対象の画像（画像データ）の
ダウンロードを開始し、前記監視対象の画像（画像データ）をダウンロードする。
【００６４】
　ここで、画像受信表示処理部４１２ａは、複数の監視対象それぞれの複数のイベント通
知通信信号を端末通信部４７を介して異なる時刻で監視親装置ＭＤから受信した場合に、
端末入力部４４で所定の操作を受け付ける前に、前記複数のイベント通知通信信号の中か
ら、最も遅い時刻（すなわち現在時刻に最も近い時刻）に受信した最新のイベント通知通
信信号を選択し、この選択した最新のイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に
基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記監視対象の画像をダウンロードす
る。図６Ａに示す例では、第１イベント通知情報表示領域５１ａ－１に表示されているイ
ベント通知情報を収容したイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて、
画像受信表示処理部４１２ａは、監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記監視対象
の画像をダウンロードする。
【００６５】
　次に、処理Ｓ１３では、画像受信表示処理部４１２ａは、端末入力部４４で所定の操作
を受け付けたか否かを判定する。より具体的には、画像受信表示処理部４１２ａは、端末
入力部４４および端末表示部４５を備えて構成されるタッチパネルで、イベント通知選択
受付ボタン５１の操作（押し下げ、タップ）による選択操作を受け付けたか否かを判定す
る。この判定の結果、端末入力部４４で選択操作を受け付けていない場合（Ｎｏ）には、
画像受信表示処理部４１２ａは、処理を処理Ｓ１３に戻す。すなわち、処理Ｓ１３が繰り
返される。一方、この判定の結果、端末入力部４４で選択操作を受け付けた場合（Ｙｅｓ
）には、画像受信表示処理部４１２ａは、選択されたイベント通知情報を提示するイベン
ト通知選択画面を端末表示部４５に表示する。これによって端末表示部４５に表示される
画面は、イベント通知画面からイベント通知選択画面へ遷移する。
【００６６】
　例えば、図６Ａに示す例で、第１イベント通知情報表示領域（第１イベント通知選択受
付ボタン）５１ａ－１がタップされると、図６Ｂに示すイベント通知選択画面が端末表示
部４５に表示される。図６Ａでは、第１イベント通知情報表示領域５１ａ－１がタップさ
れたことを示すために、符号「★」が記載されているが、実際の受信装置ＣＴの表示画面
には、符号「★」は、表示されない。前記イベント通知選択画面は、前記選択されたイベ
ント通知情報を収容したイベント通知通信信号を送信した監視子装置ＲＤを表す送信元情
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報を表示する送信元情報表示領域５２と、前記選択されたイベント通知情報に対応する、
監視対象の画像の表示を指示する画像表示指示操作を外部から受け付けるタッチパネルの
ボタンスイッチ（映像確認ボタン）５３と、表示画面を１つ戻すように指示する戻り指示
操作を外部から受け付けるタッチパネルのボタンスイッチ（戻るボタン）５４とを含む画
面である。図６Ｂに示す例では、送信元情報表示領域５２には、「２０２号室　佐藤」が
表示されている。
【００６７】
　次に、処理Ｓ１４では、画像受信表示処理部４１２ａは、端末入力部４４で次の所定の
操作を受け付けたか否かを判定する。より具体的には、画像受信表示処理部４１２ａは、
端末入力部４４および端末表示部４５を備えて構成されるタッチパネルで、映像確認ボタ
ン５３の操作（押し下げ、タップ）による画像表示指示操作を受け付けたか否かを判定す
る。この判定の結果、端末入力部４４で画像表示指示操作を受け付けていない場合（Ｎｏ
）には、処理を処理Ｓ１４に戻す。すなわち、処理Ｓ１４が繰り返される。一方、この判
定の結果、端末入力部４４で画像表示指示操作を受け付けた場合（Ｙｅｓ）には、画像受
信表示処理部４１２ａは、処理Ｓ１５を実行する。
【００６８】
　次の処理Ｓ１５では、画像受信表示処理部４１２ａは、端末入力部で前記次の所定の操
作を受け付けた場合に、処理Ｓ１２でダウンロードを開始していた、処理Ｓ１３で選択さ
れたイベント通知情報に対応する、監視対象の画像を端末表示部４５に表示し、処理を終
了する。監視対象の画像は、この例では、動画である。これによって端末表示部４５に表
示される画面は、イベント通知選択画面から、監視対象の画像を表示する画像表示画面へ
遷移する。
【００６９】
　例えば、図６Ｂに示す例で、映像確認ボタン５３がタップされると、図６Ｃに示す画像
表示画面が端末表示部４５に表示される。前記画像表示画面は、画像（この例では動画）
を表示する画像表示領域５６と、イベント通知情報をイベント通知画面から解除を指示す
る解除操作を外部から受け付けるタッチパネルのボタンスイッチ（解除ボタン）５７と、
動画の再生を指示する再生指示操作を外部から受け付けるタッチパネルのボタンスイッチ
（再生ボタン）５８と、戻るボタン５４とを含む画面である。図６Ｃに示す例では、画像
表示画面には、画像表示領域５６の下部に「転倒」のイベント通知情報も表示されている
。
【００７０】
　以上説明したように、本実施形態における被監視者監視システムＭＳ、その受信装置Ｃ
Ｔ、それに実装された受信方法および受信プログラムは、前記イベント通知通信信号を受
信すると、端末入力部４４で所定の操作（上述の例では選択操作や画像表示指示操作）を
受け付ける前に、イベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の
画像のダウンロードを開始し、端末入力部４４で前記所定の操作を受け付けた場合に、前
記ダウンロードされた前記監視対象の画像を端末表示部４５に表示する。このため、本実
施形態における被監視者監視システムＭＳ、その受信装置ＣＴ、それに実装された受信方
法および受信プログラムは、先付けでダウンロードするので、イベント通知があった後に
より早く画像を表示できる。
【００７１】
　受信装置ＣＴが複数のイベント通知通信信号を受信した場合に、前記複数のイベント通
知通信信号それぞれに収容された複数の画像識別情報に基づいて複数の監視対象における
各画像のダウンロードを開始すれば、通信トラフィックが増大してしまう。また、受信装
置ＣＴが例えばいわゆるスマートフォン等の携帯通信端末である場合には、その情報処理
能力の観点から、前記複数の監視対象における各画像のダウンロードを実行することは、
現実的ではない。本実施形態における被監視者監視システムＭＳ、その受信装置ＣＴ、そ
れに実装された受信方法および受信プログラムは、例えば看護師等のユーザに最も選択さ
れる可能性の高いと推定される最新のイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に
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基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始することで、端末入力部で最新のイベント
通知通信信号に対応する監視対象の選択を受け付けた場合に、前記最新のイベント通知通
信信号に対応する監視対象の画像を、イベント通知があった後により早く画像を表示でき
る。
【００７２】
　なお、上述の実施形態における被監視者監視システムＭＳでは、受信装置ＣＴは、図６
に示すように動作するが、次の第１ないし第３変形形態のように動作しても良い。
【００７３】
　図７は、実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第１変形態様の動作を示
すフローチャートである。図８は、実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の
第１変形態様の動作を説明するための図である。図８Ａは、イベント通知画面を示し、図
８Ｂは、イベント通知選択画面を示し、図８Ｃは、画像表示画面を示す。図９は、実施形
態の被監視者監視システムにおける受信装置の第２変形態様の動作を示すフローチャート
である。図１０は、実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第２変形態様の
動作を説明するための図である。図１０Ａは、イベント通知画面を示し、図１０Ｂは、イ
ベント通知選択画面を示し、図１０Ｃは、静止画を表示している画像表示画面を示し、図
１０Ｄは、動画を表示している画像表示画面を示す。図１１は、実施形態の被監視者監視
システムにおける受信装置の第３変形態様の動作を示すフローチャートである。図１２は
、実施形態の被監視者監視システムにおける受信装置の第３変形態様の動作を説明するた
めの図である。図１２Ａは、通知モードの画面を示し、図１２Ｂ、ＣおよびＤは、それぞ
れ、通知モードを除く他の動作モードの画面を示す。
【００７４】
　まず、第１変形態様の動作について説明する。上述の図６に示す動作では、先行してダ
ウンロードする監視対象の画像と、前記選択操作および前記画像表示指示操作による監視
対象の画像とは、一致したが、これらが不一致となる場合もある。第１変形態様の動作は
、このような不一致の場合における受信装置ＣＴの動作である。
【００７５】
　この第１変形態様の動作を行う受信装置ＣＴは、画像受信表示処理部４１２ａに代え、
第１変形態様の動作を行う画像受信表示処理部４１２ｂを端末制御処理部４１に機能的に
備える。この画像受信表示処理部４１２ｂは、端末入力部４４で受け付けた選択操作が最
新のイベント通知通信信号におけるイベント通知情報を除く他のイベント通知情報を選択
する操作であった場合に、端末入力部４４で画像表示指示操作を受け付ける前に、この選
択された他のイベント通知情報に対応するイベント通知通信信号に収容された画像識別情
報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、端末入力部４４で前記画像表示指
示操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を端末表示部４
５に表示するものである。そして、画像受信表示処理部４１２ｂは、監視子装置ＲＤとの
間で通話可能とするものである。
【００７６】
　この第１変形態様では、図７において、端末制御部４１１は、上述の処理Ｓ１１と同様
に、画像受信表示処理部４１２ｂによって端末通信部４７をモニタしており、端末通信部
４７で通信信号を受信すると、この受信した通信信号に、イベント通知情報が収容されて
いるか否かを判定し、さらに、前記受信した通信信号に、画像識別情報（この例ではＵＲ
Ｌ）が収容されているか否かを判定する（Ｓ２１）。これら判定の結果、前記受信した通
信信号にイベント通知情報が収容されていない場合（Ｎｏ）には、画像受信表示処理部４
１２ｂは、処理を処理Ｓ２１に戻す。一方、これら判定の結果、前記受信した通信信号に
イベント通知情報が収容されている場合には、画像受信表示処理部４１２ｂは、例えば図
６Ａと同様な図８Ａに示すイベント通知画面を端末表示部４５に表示し、さらに、前記受
信した通信信号に画像識別情報が収容されている場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処理
部４１２ｂは、次の処理Ｓ２２を実施する。この図８Ａに示すイベント通知画面には、異
常のイベント通知情報を表示する第１イベント通知情報表示領域５１ｂ－１と、転倒のイ
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ベント通知情報を表示する第２イベント通知情報表示領域５１ｂ－２と、子機操作受付（
ボタン）のイベント通知情報を表示する第３イベント通知情報表示領域５１ｂ－３と、起
床のイベント通知情報を表示する第４イベント通知情報表示領域５１ｂ－４とが含まれて
いる。
【００７７】
　次の処理Ｓ２２では、画像受信表示処理部４１２ｂは、端末入力部４４で選択操作（イ
ベント通知選択受付ボタン５１の操作）を受け付けたか否かを判定する。この判定の結果
、端末入力部４４で選択操作を受け付けていない場合（Ｎｏ）には、処理を処理Ｓ２２に
戻す。一方、この判定の結果、端末入力部４４で選択操作を受け付けた場合（Ｙｅｓ）に
は、次の処理Ｓ２３を実行する。
【００７８】
　この次の処理Ｓ２３では、画像受信表示処理部４１２ｂは、端末入力部４４で受け付け
た選択操作が最新のイベント通知通信信号におけるイベント通知情報であるか否かを判定
する。
【００７９】
　この判定の結果、端末入力部４４で受け付けた選択操作が最新のイベント通知通信信号
におけるイベント通知情報である場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処理部４１２ｂは、
次の処理Ｓ２５として、端末入力部４４で画像表示指示操作を受け付ける前に、前記受信
した最新のイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像の
ダウンロードを開始し、前記監視対象の画像をダウンロードする。
【００８０】
　一方、前記判定の結果、端末入力部４４で受け付けた選択操作が最新のイベント通知通
信信号におけるイベント通知情報ではない場合（Ｎｏ）には、画像受信表示処理部４１２
ｂは、前記選択されたイベント通知通信信号から、それに収容された画像識別情報を取り
出し（Ｓ２３）、そして、その次の処理Ｓ２５として、端末入力部４４で画像表示指示操
作を受け付ける前に、前記選択されたイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に
基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記監視対象の画像をダウンロードす
る。
【００８１】
　例えば、図８Ａに示す例で、最新のイベント通知通信信号におけるイベント通知情報を
除く他のイベント通知情報を表示する第４イベント通知情報表示領域５１ｂ－４がタップ
されると、図８Ｂに示すイベント通知選択画面が端末表示部４５に表示される。図８Ａで
は、第４イベント通知情報表示領域５１ｂ－４がタップされたことを示すために、符号「
★」が記載されているが、実際の受信装置ＣＴの表示画面には、符号「★」は、表示され
ない。図８Ｂに示すイベント通知選択画面では、送信元情報表示領域５２には、「１０４
号室　伊藤」が表示されている。
【００８２】
　次の処理Ｓ２６では、画像受信表示処理部４１２ｂは、端末入力部４４で画像表示指示
操作（映像確認ボタン５３の操作）を受け付けたか否かを判定する。この判定の結果、端
末入力部４４で画像表示指示操作を受け付けていない場合（Ｎｏ）には、画像受信表示処
理部４１２ｂは、処理を処理Ｓ２６に戻す。一方、この判定の結果、端末入力部４４で画
像表示指示操作を受け付けた場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処理部４１２ｂは、処理
Ｓ２７を実行する。
【００８３】
　次の処理Ｓ２７では、画像受信表示処理部４１２ｂは、端末入力部で画像表示指示操作
を受け付けた場合に、処理Ｓ２５でダウンロードを開始していた、監視対象の画像を端末
表示部４５に表示し、処理を終了する。監視対象の画像は、この例では、動画である。こ
れによって端末表示部４５に表示される画面は、イベント通知選択画面から、監視対象の
画像を表示する、例えば図６Ｃと同様な図８Ｃに示す画像表示画面へ遷移する。図８Ｃに
示す例では、画像表示画面には、画像表示領域５６の下部に「起床」のイベント通知情報
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も表示されている。
【００８４】
　このような第１変形態様の動作では、被監視者監視システムＭＳ、その受信装置ＣＴ、
それに実装された受信方法および受信プログラムは、端末入力部４４で受け付けた選択操
作が最新のイベント通知通信信号におけるイベント通知情報を除く他のイベント通知情報
を選択する操作であった場合にも対処できる。そして、被監視者監視システムＭＳ、その
受信装置ＣＴ、それに実装された受信方法および受信プログラムは、端末入力部４４で画
像表示指示操作を受け付ける前に、前記選択された他のイベント通知情報に対応するイベ
ント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを
開始し、端末入力部４４で前記画像表示指示操作を受け付けた場合に、前記ダウンロード
された前記監視対象の画像を端末表示部４５に表示する。このため、被監視者監視システ
ムＭＳ、その受信装置ＣＴ、それに実装された受信方法および受信プログラムは、イベン
ト通知があった後により早く画像を表示できる。
【００８５】
　次に、第２変形態様の動作について説明する。上述の図６および図８それぞれに示す各
動作では、監視対象の画像として動画が表示されたが、第２変形態様の動作では、動画に
先行して監視対象の静止画が表示される。
【００８６】
　この第２変形態様の動作を行う受信装置ＣＴは、画像受信表示処理部４１２ａに代え、
第２変形態様の動作を行う画像受信表示処理部４１２ｃを端末制御処理部４１に機能的に
備える。この画像受信表示処理部４１２ｃは、監視対象から予め定めた事象を検知した旨
を表すイベント通知情報、前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定す
るための動画識別情報を収容したイベント通知通信信号を端末通信部４７を介して受信し
た際に、端末入力部４４で前記監視対象の画像を端末表示部４５に表示する指示を受け付
ける受け付け処理、前記監視対象の静止画を端末表示部４５に表示する表示処理、および
、前記イベント通知通信信号に収容された動画識別情報に基づいて監視対象の動画のダウ
ンロードを開始する開始処理の各処理をいずれかの順で実行し、前記監視対象の動画の表
示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換えて前
記監視対象の動画を端末表示部４５に表示するものである。より具体的には、一例では、
画像受信表示処理部４１２ｃは、監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベン
ト通知情報、前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画
識別情報を収容したイベント通知通信信号を端末通信部４７を介して受信した際に、端末
入力部４４で前記監視対象の画像を端末表示部４５に表示する指示を受け付けた場合に、
前記監視対象の静止画を端末表示部４５に表示して前記イベント通知通信信号に収容され
た動画識別情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始し、前記監視対象の動画
の表示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換え
て前記監視対象の動画を端末表示部４５に表示する。そして、画像受信表示処理部４１２
ｂは、監視子装置ＲＤとの間で通話可能とするものである。
【００８７】
　この第２変形態様では、図９において、端末制御部４１１は、上述の処理Ｓ１１と同様
に、画像受信表示処理部４１２ｃによって端末通信部４７をモニタしており、端末通信部
４７で通信信号を受信すると、この受信した通信信号に、イベント通知情報が収容されて
いるか否かを判定し、さらに、前記受信した通信信号に、画像識別情報（この例ではＵＲ
Ｌ）が収容されているか否かを判定する（Ｓ３１）。これら判定の結果、前記受信した通
信信号にイベント通知情報が収容されていない場合（Ｎｏ）には、画像受信表示処理部４
１２ｃは、処理を処理Ｓ３１に戻す。一方、これら判定の結果、前記受信した通信信号に
イベント通知情報が収容されている場合には、画像受信表示処理部４１２ｃは、例えば図
６Ａと同様な図１０Ａに示すイベント通知画面を端末表示部４５に表示し、さらに、前記
受信した通信信号に画像識別情報が収容されている場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処
理部４１２ｂは、次の処理Ｓ３２を実施する。



(21) JP 6057037 B2 2017.1.11

10

20

30

40

50

【００８８】
　次の処理Ｓ３２では、画像受信表示処理部４１２ｃは、端末入力部４４で選択操作（イ
ベント通知選択受付ボタン５１の操作）を受け付けたか否かを判定する。この判定の結果
、端末入力部４４で選択操作を受け付けていない場合（Ｎｏ）には、画像受信表示処理部
４１２ｃは、処理を処理Ｓ３２に戻す。一方、この判定の結果、端末入力部４４で選択操
作を受け付けた場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処理部４１２ｃは、次の処理Ｓ３３を
実行する。例えば、図１０Ａに示す例で、図６Ａと同様に、第１イベント通知情報表示領
域（第１イベント通知選択受付ボタン）５１ａ－１がタップされると、図６Ｂと同様な図
１０Ｂに示すイベント通知選択画面が端末表示部４５に表示される。
【００８９】
　この次の処理Ｓ３３では、画像受信表示処理部４１２ｃは、端末入力部４４で画像表示
指示操作（映像確認ボタン５３の操作）を受け付けたか否かを判定する。この判定の結果
、端末入力部４４で画像表示指示操作を受け付けていない場合（Ｎｏ）には、画像受信表
示処理部４１２ｃは、処理を処理Ｓ３３に戻す。一方、この判定の結果、端末入力部４４
で画像表示指示操作を受け付けた場合（Ｙｅｓ）には、画像受信表示処理部４１２ｃは、
処理Ｓ３４を実行する。
【００９０】
　この次の処理Ｓ３４では、画像受信表示処理部４１２ｃは、前記受信したイベント通知
通信信号に収容された静止画を端末表示部４５に表示する。これによって端末表示部４５
に表示される画面は、イベント通知選択画面から画像表示画面へ遷移する。
【００９１】
　例えば、図１０に示す例では、図１０Ｂに示すイベント通知選択画面から図１０Ｃに示
す画像表示画面へ遷移し、この図１０Ｃに示す画像表示画面が端末表示部４５に表示され
る。この図１０Ｃに示す画像表示画面は、図６Ｃに示す画像表示画面と同様に、画像を表
示する画像表示領域５９と、解除ボタン５７と、再生ボタン５８と、戻るボタン５４とを
含む画面であるが、図１０Ｃに示す画像表示画面は、図６Ｃに示す画像表示画面とは異な
り、画像表示領域５９には、静止画が表示される。
【００９２】
　次の処理Ｓ３５では、画像受信表示処理部４１２ｃは、前記受信したイベント通知通信
信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始する。よ
り具体的には、画像受信表示処理部４１２ｃは、前記受信したイベント通知通信信号に収
容されたＵＲＬによって画像サーバ装置ＳＶから通信ネットワークＮＴを介して監視対象
の動画（動画データ）のダウンロードを開始し、前記監視対象の動画（動画データ）をダ
ウンロードする。
【００９３】
　ここで、画像受信表示処理部４１２ｃは、複数の監視対象それぞれの複数のイベント通
知通信信号を端末通信部４７を介して異なる時刻で監視親装置ＭＤから受信した場合に、
上述の図６に示す動作と同様に、前記複数のイベント通知通信信号の中から、最も遅い時
刻（すなわち現在時刻に最も近い時刻）に受信した最新のイベント通知通信信号を選択し
、この選択した最新のイベント通知通信信号に収容された静止画を処理Ｓ３４で端末表示
部３５に表示し、続いて処理Ｓ３５で、前記最新のイベント通知通信信号に収容された画
像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記監視対象の画像をダ
ウンロードする。なお、上述の図８に示す第２変形態様の動作のように、端末入力部４４
で受け付けた選択操作が最新のイベント通知通信信号におけるイベント通知情報を除く他
のイベント通知情報を選択する操作であった場合に、この選択された他のイベント通知情
報に対応するイベント通知通信信号に収容された静止画を端末表示部４５に表示し、この
選択された他のイベント通知情報に対応するイベント通知通信信号に収容された画像識別
情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始し、前記監視対象の動画をダウンロ
ードしても良い。
【００９４】
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　そして、この次の処理Ｓ３６では、画像受信表示処理部４１２ｃは、前記監視対象の動
画の表示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換
えて前記監視対象の動画を端末表示部４５に表示し、処理を終了する。これによって端末
表示部４５に表示される画面は、静止画を表示する画像表示画面から動画を表示する画像
表示画面へ遷移する。
【００９５】
　例えば、図１０に示す例では、図１０Ｃに示す静止画を表示する画像表示領域５９を含
む画像表示画面から、図１０Ｄに示す動画を表示する画像表示領域５６を含む画像表示画
面へ遷移し、この図１０Ｄに示す画像表示画面が端末表示部４５に表示される。
【００９６】
　このような第２変形態様の動作では、被監視者監視システムＭＳ、その受信装置ＣＴ、
それに実装された受信方法および受信プログラムは、イベント通知通信信号を受信した場
合に、監視対象の動画に先行してその静止画を表示し、その後、前記監視対象の動画に切
り換えて前記動画を表示する。静止画の画像データの容量は、比較的小さいので、イベン
ト通知通信信号の受信に時間がかかり過ぎることもなく、例えば看護師等のユーザは、静
止画の表示によって監視対象の状態を直ちに把握でき、その後、動画の表示によって監視
対象の状態をより詳細に把握できる。このため、画像が表示されるまでの時間にユーザが
感じる不便さやストレスを低減できる。
【００９７】
　なお、この第２変形態様において、より早く画像を表示するために、好ましくは、画像
受信表示処理部４１２ｃは、監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通
知情報、前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別
情報を収容したイベント通知通信信号を端末通信部４７を介して受信した際に、前記監視
対象の静止画を端末表示部４５に表示し、端末入力部４４で前記監視対象の画像を端末表
示部４５に表示する指示を受け付けた場合に、前記イベント通知通信信号に収容された動
画識別情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始し、前記監視対象の動画の表
示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換えて前
記監視対象の動画を端末表示部４５に表示して良い。この場合、上述の処理Ｓ３４は、上
述の処理Ｓ３３に先行して実行される。同様の観点から、また好ましくは、画像受信表示
処理部４１２ｃは、監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報、
前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別情報を収
容したイベント通知通信信号を端末通信部４７を介して受信した際に、前記監視対象の静
止画を端末表示部４５に表示し、前記イベント通知通信信号に収容された動画識別情報に
基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始し、端末入力部４４で前記監視対象の画像
を端末表示部４５に表示する指示を受け付けるとともに前記監視対象の動画の表示が可能
になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換えて前記監視対
象の動画を端末表示部４５に表示して良い。この場合、上述の処理Ｓ３４および処理Ｓ３
５は、上述の処理Ｓ３３に先行して実行される。
【００９８】
　次に、第３変形態様の動作について説明する。第３変形態様の動作は、受信装置ＣＴが
イベント通知情報を処理する通知モードを含む複数の動作モードを備える場合に好適に用
いられる。
【００９９】
　この第３変形態様の動作を行う受信装置ＣＴでは、端末制御処理部４１は、前記複数の
動作モードに応じた処理を実行する。前記複数の動作モードには、イベント通知情報を処
理する通知モード、端末表示部４５の表示を停止して待機状態となるスリープモード、監
視子装置ＲＤ、監視親装置ＭＤおよび他の受信装置ＣＴと通話する通話モード、および、
テキスト文章を入力して保存するメモモード等が含まれる。一例として、図１２Ａには、
前記通知モードで動作中である受信装置ＣＴが示され、図１２Ｂには、前記スリープモー
ドで動作中である受信装置ＣＴが示され、図１２ＣおよびＤには、前記通話モードで動作
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中である受信装置ＣＴが示されている。
【０１００】
　そして、端末制御処理部４１に画像受信表示処理部４１２ａが機能的に含まれている場
合には、画像受信表示処理部４１２ａは、受信装置ＣＴの動作モードが前記通知モードで
ある場合に、動作し、上述の図６に示す動作を実行する。端末制御処理部４１に画像受信
表示処理部４１２ｂが機能的に含まれている場合には、画像受信表示処理部４１２ｂは、
受信装置ＣＴの動作モードが前記通知モードである場合に、動作し、上述の図８に示す動
作を実行する。端末制御処理部４１に画像受信表示処理部４１２ｃが機能的に含まれてい
る場合には、画像受信表示処理部４１２ｃは、受信装置ＣＴの動作モードが前記通知モー
ドである場合に、動作し、上述の図１０に示す動作を実行する。
【０１０１】
　この第３変形態様の動作を行う受信装置ＣＴでは、図１１において、端末制御処理部４
１は、現在の動作モードが通知モードであるか否かを判定する（Ｓ４１）。この判定の結
果、現在の動作モードが通知モードではない場合には、端末制御処理部４１は、処理を処
理Ｓ４１に戻す。一方、この判定の結果、現在の動作モードが通知モードである場合には
、端末制御処理部４１は、画像受信表示処理部４１２（４１２ａ～４１２ｃ）を動作させ
、図６、図８および図１０に示す各通知モードの各処理のいずれかを実行する（Ｓ４２）
。
【０１０２】
　被監視者監視システムＭＳに複数の受信装置ＣＴが含まれる場合、複数の受信装置ＣＴ
それぞれがイベント通知通信信号を受信して画像のダウンロードを開始すれば、通信トラ
フィックが増大してしまう。このような第３変形態様の動作では、被監視者監視システム
ＭＳ、その受信装置ＣＴ、それに実装された受信方法および受信プログラムは、複数の動
作モードのうち、通知モードで動作している場合のみに画像受信表示処理部４１２（４１
２ａ～４１２ｃ）の動作を限定することで、通信トラフィックの増大を抑制し、イベント
通知があった後により早く画像を表示できる。
【０１０３】
　本明細書は、上記のように様々な態様の技術を開示しているが、そのうち主な技術を以
下に纏める。
【０１０４】
　一態様にかかる被監視者監視システムの受信装置は、監視対象を撮像し、前記監視対象
から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の画像を配信する被監視者監視システ
ムの受信装置であって、通信を行う通信部と、所定の操作を受け付ける入力部と、画像を
表示する表示部と、前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情
報および前記監視対象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベント通知通信
信号を前記通信部を介して受信した場合に、前記入力部で前記所定の操作を受け付ける前
に、前記イベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダ
ウンロードを開始し、前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記ダウンロー
ドされた前記監視対象の画像を前記表示部に表示する画像受信表示処理部とを備える。
【０１０５】
　このような被監視者監視システムの受信装置は、イベント通知通信信号を受信すると、
入力部で所定の操作を受け付ける前に、前記イベント通知通信信号に収容された画像識別
情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力部で前記所定の操作を
受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を前記表示部に表示する
。このため、上記被監視者監視システムの受信装置は、イベント通知があった後により早
く画像を表示できる。
【０１０６】
　他の一態様では、上述の被監視者監視システムの受信装置において、前記監視対象は、
複数であり、前記画像受信表示処理部は、前記複数の監視対象それぞれの複数のイベント
通知通信信号を前記通信部を介して異なる時刻で受信した場合に、前記入力部で前記所定
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の操作を受け付ける前に、前記複数のイベント通知通信信号の中から、最も遅い時刻に受
信した最新のイベント通知通信信号を選択し、前記選択した最新のイベント通知通信信号
に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力
部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を
前記表示部に表示する。
【０１０７】
　受信装置が複数のイベント通知通信信号を受信した場合に、前記複数のイベント通知通
信信号それぞれに収容された複数の画像識別情報に基づいて複数の監視対象における各画
像のダウンロードを開始すれば、通信トラフィックが増大してしまう。また、受信装置が
例えばいわゆるスマートフォン等の携帯通信端末である場合には、その情報処理能力の観
点から、前記複数の監視対象における各画像のダウンロードを実行することは、現実的で
はない。上記被監視者監視システムの受信装置は、例えば看護師等のユーザに最も選択さ
れる可能性の高いと推定される最新のイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に
基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始することで、入力部で最新のイベント通知
通信信号に対応する監視対象の選択を受け付けた場合に、前記最新のイベント通知通信信
号に対応する監視対象の画像を、イベント通知があった後により早く画像を表示できる。
【０１０８】
　他の一態様では、上述の被監視者監視システムの受信装置において、前記所定の操作は
、前記複数のイベント通知通信信号それぞれにおける複数のイベント通知情報の中から１
つのイベント通知情報を選択する選択操作、および、前記監視対象の画像の表示を指示す
る画像表示指示操作を含み、前記画像受信表示処理部は、前記入力部で受け付けた前記選
択操作が前記最新のイベント通知通信信号におけるイベント通知情報を除く他のイベント
通知情報を選択する操作であった場合に、前記入力部で前記画像表示指示操作を受け付け
る前に、前記選択された他のイベント通知情報に対応するイベント通知通信信号に収容さ
れた画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力部で前記
画像表示指示操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を前
記表示部に表示する。
【０１０９】
　このような被監視者監視システムの受信装置は、入力部で受け付けた選択操作が最新の
イベント通知通信信号におけるイベント通知情報を除く他のイベント通知情報を選択する
操作であった場合にも対処できる。そして、上記被監視者監視システムの受信装置は、入
力部で画像表示指示操作を受け付ける前に、前記選択された他のイベント通知情報に対応
するイベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウン
ロードを開始し、前記入力部で前記画像表示指示操作を受け付けた場合に、前記ダウンロ
ードされた前記監視対象の画像を前記表示部に表示する。このため、上記被監視者監視シ
ステムの受信装置は、イベント通知があった後により早く画像を表示できる。
【０１１０】
　他の一態様にかかる被監視者監視システムの受信装置は、監視対象を撮像し、前記監視
対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の画像を配信する被監視者監視シ
ステムの受信装置であって、通信を行う通信部と、所定の操作を受け付ける入力部と、画
像を表示する表示部と、前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通
知情報、前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別
情報を収容したイベント通知通信信号を前記通信部を介して受信した際に、前記入力部で
前記監視対象の画像を前記表示部に表示する指示を受け付ける受け付け処理、前記監視対
象の静止画を前記表示部に表示する表示処理、および、前記イベント通知通信信号に収容
された動画識別情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始する開始処理の各処
理をいずれかの順で実行し、前記監視対象の動画の表示が可能になった場合に、前記監視
対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換えて前記監視対象の動画を前記表示部に表
示する画像受信表示処理部とを備える。好ましくは、上述の被監視者監視システムの受信
装置において、前記画像受信表示処理部は、前記監視対象から予め定めた事象を検知した
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旨を表すイベント通知情報、前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定
するための動画識別情報を収容したイベント通知通信信号を前記通信部を介して受信した
際に、前記入力部で前記監視対象の画像を前記表示部に表示する指示を受け付けた場合に
、前記監視対象の静止画を前記表示部に表示して前記イベント通知通信信号に収容された
動画識別情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始し、前記監視対象の動画の
表示が可能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換えて
前記監視対象の動画を前記表示部に表示する。より早く画像を表示するために、上述の被
監視者監視システムの受信装置において、より好ましくは、前記画像受信表示処理部は、
前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報、前記監視対象の
静止画、および、前記監視対象の動画を特定するための動画識別情報を収容したイベント
通知通信信号を前記通信部を介して受信した際に、前記監視対象の静止画を前記表示部に
表示し、前記入力部で前記監視対象の画像を前記表示部に表示する指示を受け付けた場合
に、前記イベント通知通信信号に収容された動画識別情報に基づいて監視対象の動画のダ
ウンロードを開始し、前記監視対象の動画の表示が可能になった場合に、前記監視対象の
静止画から前記監視対象の動画に切り換えて前記監視対象の動画を前記表示部４５に表示
する。同様の観点から、上述の被監視者監視システムの受信装置において、さらに好まし
くは、前記画像受信表示処理部は、前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表す
イベント通知情報、前記監視対象の静止画、および、前記監視対象の動画を特定するため
の動画識別情報を収容したイベント通知通信信号を前記通信部を介して受信した際に、前
記監視対象の静止画を前記表示部に表示し、前記イベント通知通信信号に収容された動画
識別情報に基づいて監視対象の動画のダウンロードを開始し、前記入力部で前記監視対象
の画像を前記表示部に表示する指示を受け付けるとともに前記監視対象の動画の表示が可
能になった場合に、前記監視対象の静止画から前記監視対象の動画に切り換えて前記監視
対象の動画を前記表示部に表示する。
【０１１１】
　このような被監視者監視システムの受信装置は、イベント通知通信信号を受信した場合
に、監視対象の動画に先行してその静止画を表示し、その後、前記監視対象の動画に切り
換えて前記動画を表示する。静止画の画像データの容量は、比較的小さいので、イベント
通知通信信号の受信に時間がかかり過ぎることもなく、例えば看護師等のユーザは、静止
画の表示によって監視対象の状態を直ちに把握でき、その後、動画の表示によって監視対
象の状態をより詳細に把握できる。このため、画像が表示されるまでの時間にユーザが感
じる不便さやストレスを低減できる。
【０１１２】
　他の一態様では、上述の被監視者監視システムの受信装置において、イベント通知情報
を処理する通知モードを含む複数の動作モードを備え、前記複数の動作モードに応じた処
理を実行する制御処理部を備え、前記画像受信表示処理部は、前記制御処理部に含まれ、
前記動作モードが前記通知モードである場合に、動作する。
【０１１３】
　被監視者監視システムに複数の受信装置が含まれる場合、複数の受信装置それぞれがイ
ベント通知通信信号を受信して画像のダウンロードを開始すれば、通信トラフィックが増
大してしまう。上記受信装置は、複数の動作モードのうち、通知モードで動作している場
合のみに画像受信表示処理部の動作を限定することで、通信トラフィックの増大を抑制し
、イベント通知があった後により早く画像を表示できる。
【０１１４】
　他の一態様にかかる被監視者監視システムの受信方法は、監視対象を撮像し、前記監視
対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の画像を配信する被監視者監視シ
ステムの受信方法であって、前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベン
ト通知情報および前記監視対象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベント
通知通信信号を通信部を介して受信した場合に、入力部で所定の操作を受け付ける前に、
前記イベント通知通信信号に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウン



(26) JP 6057037 B2 2017.1.11

10

20

30

40

ロードを開始する第１工程と、前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記第
１工程でダウンロードされた前記監視対象の画像を表示部に表示する第２工程とを備える
。
【０１１５】
　他の一態様にかかる被監視者監視システムの受信プログラムは、監視対象を撮像し、前
記監視対象から予め定めた事象を検知した場合に前記監視対象の画像を配信する被監視者
監視システムの受信装置で実行される被監視者監視システムの受信プログラムであって、
前記監視対象から予め定めた事象を検知した旨を表すイベント通知情報および前記監視対
象の画像を特定するための画像識別情報を収容したイベント通知通信信号を通信部を介し
て受信した場合に、入力部で所定の操作を受け付ける前に、前記イベント通知通信信号に
収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始する第１工程と
、前記入力部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記第１工程でダウンロードされた
前記監視対象の画像を表示部に表示する第２工程とを備える。
【０１１６】
　このような被監視者監視システムの受信方法および受信プログラムは、イベント通知通
信信号を受信すると、入力部で所定の操作を受け付ける前に、前記イベント通知通信信号
に収容された画像識別情報に基づいて監視対象の画像のダウンロードを開始し、前記入力
部で前記所定の操作を受け付けた場合に、前記ダウンロードされた前記監視対象の画像を
前記表示部に表示する。このため、上記被監視者監視システムの受信方法および受信プロ
グラムは、イベント通知があった後により早く画像を表示できる。
【０１１７】
　そして、他の一態様にかかる被監視者監視システムは、これら上述のいずれかの受信装
置を備える。
【０１１８】
　このような被監視者監視システムでは、受信装置は、イベント通知があった後により早
く画像を表示できる。
【０１１９】
　この出願は、２０１４年１２月１２日に出願された日本国特許出願特願２０１４－２５
１３９４および２０１５年８月２１日に出願された日本国特許出願特願２０１５－１６４
０７１を基礎とするものであり、その内容は、本願に含まれるものである。
【０１２０】
　本発明を表現するために、上述において図面を参照しながら実施形態を通して本発明を
適切且つ十分に説明したが、当業者であれば上述の実施形態を変更および／または改良す
ることは容易に為し得ることであると認識すべきである。したがって、当業者が実施する
変更形態または改良形態が、請求の範囲に記載された請求項の権利範囲を離脱するレベル
のものでない限り、当該変更形態または当該改良形態は、当該請求項の権利範囲に包括さ
れると解釈される。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　本発明によれば、被監視者監視システムの受信装置、該受信方法、該受信プログラムな
らびに被監視者監視システムを提供できる。
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